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付録１． ユーティティ機能 

ユーティリティは，GOT と接続機器との接続，画面表示の設定，操作方法の設定，プログラム/データ

管理，自己診断などを行うための機能です。 

 

1)ユーティティ機能の実行について 

ユーティリティを実行するためには，BootOS，基本機能 OS を C ドライブ（内蔵フラッシュメモリ）に

インストールしてユーティリティを表示させる必要があります。 

BootOS，基本機能 OS のインストール方法には，以下の 3通りがあります。 

 

 

 

 

 

 
GT16 本体取扱説明書 

（基本ユーティリティ編） 

形名 GT16-U(UTILITY) 

形名コード 1D7MD2 
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2)ユーティリティ機能一覧 

ユーティリティの各画面で設定・操作できる内容は下記のとおりです。 

( ○：対応，△：一部非対応，×：非対応) 
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*1 下記の機能には対応していません。 
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3)ユーティリティの表示 

各種ユーティリティの設定画面を表示するためには，まずメインメニューを表示させる必要がありま

す。 

 

 
 

(1)メインメニュー 

ユーティリティで設定できるメニュー項目が表示されます。 

各メニュー項目部をタッチすると，それぞれの設定画面，または次の項目選択画面を表示します。 

 

(2)システムメッセージ切換えボタン 

ユーティリティ上の言語やシステムアラームの言語を切り換えるボタンです。 

「Language」ボタンをタッチすると Select Language 画面が表示されます。 

 

 

 

1 表示させたい言語のボタンをタッチしてボタ

ンをタッチすると，言語が選択されます。 

 

2 ボタンをタッチすると GOT は再起動し，ユー

ティリティ上の言語が選択した言語に切り換わ

ります。 
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4)メインメニューの表示操作 

メインメニューは，下記３通りの操作で表示できます。 

（いずれも GTDesigner3，GTDesigner2 から基本機能 OS を GOT の内蔵フラッシュメモリへインストー

ル後に行ってください。） 

(1)プロジェクトデータ未ダウンロード時 

GOT の電源を ON すると，タイトル表示後，自動的にメインメニューが表示されます。 

 

 

(2)ユーティリティ呼出キータッチ時 

ユーザ作成画面を表示中，ユーティリティ呼出キーをタッチするとメインメニューが表示されます。 

工場出荷時のユーティリティ呼び出しキーの位置は、画面左上隅です。 

 

 
 

ユーティリティ呼出しキーは，GOT のユーティリティ，GTDesigner3 または GTDesigner2 により設定で

きます。 

 

〇ポイント 

(1) 2 点以上の同時押し禁止 

GOT の画面を 2 点以上同時にタッチしないでください。同時にタッチすると，タッチした部分以外が

反応する場合があります。 

 

(2) ユーティリティ呼び出しキーを 1 点に設定した場合 

ユーティリティ呼び出しキーの設定画面で[押下時間] を 0 秒以外に設定した場合，[押下時間] 以上

タッチパネルを押し続けたあとに，タッチパネルから指を離してください。 
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(3) 拡張機能スイッチ( ユーティリティ) タッチ時 

ユーザ作成画面を表示中，拡張機能スイッチ( ユーティリティ) をタッチすると，メインメニューが

表示されます。 

拡張機能スイッチ( ユーティリティ) は，GT Designer3，GT Designer2 によりユーザ作成画面中に表

示するタッチスイッチとして設定できます。 
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【補足：GTDesigner3 での設定方法】 

 
 

 

 

 

レを入れて有効にし

ます 
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・ウィンドウの移動状態の確認方法 

ウィンドウ移動時に鳴るブザー音の有無は，GTDesigner3 や GOT のユーティリティで設定できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考：ウィンドウを移動させて閉じた場合 

ウィンドウの位置を移動させて閉じた場合、再度オーバーラップウィンドウを開くと、前回移動した

位置に表示されます。 
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5)ユーティリティの基本構成 

ユーティリティの基本構成は以下のとおりです。 

 
 

(1) タイトル表示 

タイトル表示部にはその画面のタイトル名が表示されます。 

画面は複数階層で構成されているため，その階層も含めたタイトル表示を行います。 

 

 

(2) 閉じる/ 元へ戻るボタン 

階層の途中の画面が表示されているときに，画面右上隅にある[×]( 閉じる/ 元へ戻る) ボタンをタ

ッチすると，１つ前の階層の画面へ戻ります。 

モニタ画面から直接表示されたときに，このボタンをタッチすると画面を閉じ，モニタ画面へ戻りま

す。 

(3) スクロールボタン 

画面 1 枚に収まりきらない内容をもつ画面には右，または下にスクロールボタンがあります。 
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6)設定変更の基本操作 

■設定値の変更 

 

(1) 設定項目，選択ボタン 

選択ボタンをタッチすることで，設定を変更できます。 

設定項目により，設定方法は異なります。 

設定方法には，下記のような種類があります。 

(a) 設定値を切り換える 

タッチすると，あり←→なし のように，設定値を切換えできます。 

(b) キーボードで設定値を入力する 

タッチすると，GOT の画面上にキーボードが表示されます。 

(c) 別の設定画面に移行する 

タッチすると，別の設定画面に移行します。 

 

各設定項目の設定方法は，各設定画面の設定操作を参照してください。 

 

(2) [OK] ボタン，[Cancel] ボタン，[×]( 閉じる/ 元へ戻る) ボタン 

変更した設定の反映や，破棄を行います。 

• [OK] ボタン 

タッチすると，変更した設定が反映され，前の画面に戻ります。 

設定項目によっては，GOT が再起動します。 

 

• [Cancel] ボタン 

タッチすると，設定内容が破棄され，前の画面に戻ります。 

• [×]( 閉じる/ 元へ戻る) ボタン 

 

タッチすると，下記のダイアログボックスが表示されます。( 変更

した設定がない場合は表示されません)ダイアログボックスのメッ

セージに従って操作してください。 

 



 

 

 
付録_13 

■キーボードの操作 

1. 変更する数値をタッチしてください。 

2. 数値入力用のキーボードが表示され，同時にカーソルが表示されます。 

キーボードはタッチされた数値の位置により表示される位置が変化します。 

(数値入力の際，邪魔にならない位置に表示されます)。 

 

 

3. キーボードにより数値を入力してください 

• [0]～[9]キー:数値を入力します。 

• [Enter]キー:数値の入力を完了し，キーボードを閉じます。 

• [Cancel]キー:数値の入力を中断し，キーボードを閉じます。 

• ◀（三角左向）/▶（三角右向） キー:カーソルを左右に移動します。 

(入力可能な項目が左右にある場合のみ移動できます。) 

• [Del]キー:文字取り消します。 

• [*]キーおよび記載のないキーは機能しません。 

4. [Enter] キーをタッチすると入力を完了し，キーボードを閉じます。 
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[実践的ＦＡＱ パスワード] 

ユーティリティ表示をロック（非表示）にすることはできないか？ 

 

ユーティリティの表示をパスワードでロックことが可能です。 

GT Designer3，GT Designer2 で GOT にパスワード設定した場合，ユーティリティのメインメニューを

表示しようとすると，パスワード入力が表示されます。 

(GT Designer3 のパスワード設定は，共通の設定メニューの中に，GT Designer2 のパスワード設定は，

共通設定メニューの中にあります。) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パスワードが不一致の場合は，エラーメッセージを表示します。 

 

 

[OK] ボタンをタッチするとモニタ画面に戻ります。 

 

(1) パスワードの入力操作 

1. [0] ～ [9]，[A] ～ [F] キーをタッチして，パスワードを入力してください。 

2. パスワード入力後，[Enter] キーをタッチして，パスワードを確定してください。 

3. 入力した文字を修正するときは，[Del] キーをタッチして修正する文字を削除して，新しい文字を

再入力してください。 

 

(2) パスワード入力を中断する操作 

[×] ボタンをタッチすると，モニタ画面に戻ります 

 

 



 

 

 
付録_15 

[実践的ＦＡＱ１２１ パスワードの設定] 

ユーティリティのパスワードの設定方法は？（ユーティリティ操作を制限する） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パスワードを入力し

てください 

※パスワードは、削除するときにも必要

になりますので、注意してください 
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付録 2. ヘルプの使い方 

PDF データを閲覧するには，パソコンに Adobe®Reader®がインストールされている必要があります。 

 

・GTDesigner3 のヘルプからオンラインマニュアルを見る 

ヘルプでは，GTDesigner3 に関連する PDF マニュアルの閲覧，ソフトウェアバージョンの確認などが

できます。 

(1)操作方法 

(a)[ヘルプ]の各メニューをクリックします。 

 

 

 

(2)PDF マニュアルの閲覧手順（目次選択時のみ） 

(a)(1)の操作後，下記の画面が表示されるので，参照したいマニュアルをクリックしてください。 

 

 

 

※PDF マニュアルを表示する前に 

PDF マニュアルを表示する場合，GT Manual3 と Adobe® Reader® をパソコンにインストールしてくだ

さい。 

画面設計マニュアル 

（共通編） 

形名 SW1-GTD3-R（DRAW1） 

形名コード 1D7M94 
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付録 3. キーコードについて 

 

(1)数値入力機能，アスキー入力機能入力用キーコード一覧 
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(2)各オブジェクトで使用するキーコード一覧 

(a)数値入力で使用するキーコード 

 

 

(b)アスキー入力で使用するキーコード 
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(c)データリスト表示で使用するキーコード 

 

 

(d)ユーザアラーム表示/ システムアラーム表示で使用するキーコード 

 

 

(e)アラーム履歴機能で使用するキーコード 
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(f)拡張アラーム表示で使用するキーコード 

 

(g)ヒストリカルトレンドグラフで使用するキーコード 

 

(h)ドキュメント表示機能で使用するキーコード 
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付録 4. XOR 指定時の色合成色 

部品表示機能などで，描画モードを XOR 指定した場合の，色と色番号を下記に示します。 

下記以外の色を XOR する場合は，GTDesigner3 のプレビューで確認してください。 

 

 

備考：XOR 合成 

XOR 合成は，別々に設定した 2 つの色を重ね合わせた場合，重なった部分を別の色で表示する機能で

す。表示される色については，上記表を参照してください。



 

 

 
付録_22 

付録 5. ASCII コード一覧 

 

ASCII コードの一覧を下記に示します。(空白部分は制御コードです。) 

0xA1～ 0xDF は，GOT のシステム言語が日本語の場合のみ表示できます。 
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付録６．[実践的ＦＡＱ 接続例（タッチパネルーPLC 間） 

 

１．バス接続 

（QCPU と接続時） 

(1)システム構成 

○GOT を 1 台接続する場合 

 

 

 

 

*1 増設ケーブルについては MELSEC-Q カタログを参照してください。 

*2 GOT を 13.2m 以上離れた場所に設置する場合，バス延長コネクタボックスが必要です。 

バス延長コネクタボックスは，ベースユニットの増設コネクタに装着して使用します。 

また，接続ケーブルはバス延長コネクタボックスに取り付けます。 

増設ベースユニットを使用しない場合: 基本ベースユニットに装着する。 

増設ベースユニットを使用する場合:最終段の増設ベースユニットに装着する。 

*3 Q00JCPU，Q00UJCPU を使用する場合，バス延長コネクタボックスは増設ベースに装着してください。

(基本ベースには装着できません。) 

*4 下記の機能を使用する場合は，GT15-QBUS(2)をご使用ください。GT15-75QBUS(2)L は使用できませ

ん。 

パソコンリモート操作(シリアル)，ビデオ表示機能，マルチメディア機能，操作パネル機能，外部入
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出力機能，RGB 表示機能，レポート機能(PictBridge 対応プリンタ使用時)，ハードコピー機能

(PictBridge 対応プリンタ使用時)，音声出力機能，CF カードユニット/CF カードユニット延長ユニッ

トを使用する機能，Ethernet ダウンロード機能，ゲートウェイ機能，MES インタフェース機能 

ただし，GT16 では Ethernet インタフェースを使用して，Ethernet ダウンロード，ゲートウェイ機能，

MES インタフェース機能が使用できます。 

 

○GOTを2～5台接続する場合 

 

 

 

*1 増設ケーブルについては MELSEC-Q カタログを参照してください。 

*2 GO を 13.2m 以上離れた場所に設置する場合，バス延長コネクタボックスが必要です。 

バス延長コネクタボックスは，ベースユニットの増設コネクタに装着して使用します。 

増設ベースユニットを使用しない場合: 基本ベースユニットに装着する。 

増設ベースユニットを使用する場合: 最終段の増設ベースユニットに装着する。 

また，接続ケーブルはバス延長コネクタボックスに取り付けます。 

バス延長コネクタボックスは，GOT 本体と同じ増設段数に設定してください。 

*3 Q00JCPU，Q00UJCPU を使用する場合,バス延長コネクタボックスは増設ベースに装着してください。

(基本ベースには装着できません。) 
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*4 GOT を 3 台以上接続する場合，総ケーブル長に制約があります。 

*5 複数台接続について 

GT16，GT15，GT11 を混在させて複数台接続する場合，GT11 を終端に使用します。 

*6 バス接続ユニットについて 

GT15-75QBUSL，GT15-QBUS:終端の GOT に使用します。(中間の GOT は使用不可) 

GT15-75QBUS2L，GT15-QBUS2:中間の GOT に使用します。(終端の GOT でも使用可能) 

*7 下記の機能を使用する場合は，GT15-QBUS(2)をご使用ください。GT15-75QBUS(2)L は使用できませ

ん。 

パソコンリモート操作(シリアル)，ビデオ表示機能，マルチメディア機能，操作パネル機能，外部入

出力機能，RGB 表示機能，レポート機能(PictBridge 対応プリンタ使用時)，ハードコピー機能

(PictBridge 対応プリンタ使用時)，音声出力機能，CF カードユニット/CF カードユニット延長ユニッ

トを使用する機能，Ethernet ダウンロード機能，ゲートウェイ機能，MES インタフェース機能  

ただし，GT16 では Ethernet インタフェースを使用して，Ethernet ダウンロード，ゲートウェイ機能，

MES インタフェース機能が使用できます。 

 

(2)通信インタフェースを設定する 

(接続機器の設定) 

 

接続機器のチャンネルを設定します。 

1. [共通の設定]→[接続機

器の設定]メニューを選

択します。 

 

 

※今回は、ソフトウェアを立ち上げた時に実施される、

“プロジェクトの新規ウィザード”にて設定しています。 



 

 

 
付録_26 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.接続機器の設定ウィンドウが表示されるの

で，使用するチャンネルをリストメニューか

ら選択します。 

3.下記を選択します。 

•メーカ:三菱電機 

•機種:接続する機種にあわせて設定してくだ

さい。 

•I/F:使用するインタフェース 

•ドライバ:接続する機種にあわせて下記のい

ずれかを設定してください。 

 ・バス接続 Q 

 ・バス接続 A/QnA 

4.メーカ，機種，I/F，ドライバを設定すると詳細設定が表示されます。 

使用する環境に合わせて設定してください。 

 

設定が完了したら、“OK”ボタンをクリックします。 

〇ポイント 

接続機器の設定は[I/F 接続一覧]で確認できます。 
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○接続機器詳細設定 

バス接続 Q 

 

 

 

 

 

 

 

 

*1 モニタ画面以外で，大きなデータを収集(ロギング，レシピ機能など)している場合に有効です。 

ただし，Q00UJ/Q00U/Q01U/Q02UCPU，Q00J/Q00/Q01CPU を接続時は，シーケンススキャンタイムに影響

を与えることがあります。 

シーケンススキャンタイムへの影響を避けたい場合は，[高]の設定にしないでください。 

(上記以外の QCPU にはほとんど影響ありません) 

*2 Q00UJ/Q00U/Q01U/Q02UCPU，Q00J/Q00/Q01CPU 接続時，[標準]設定よりさらに，シーケンススキャ

ンタイムへの影響を避けたい場合に設定してください。 

ただし，モニタ速度が低下する場合があります。 

 

1.ユーティリティによる通信インタフェースの設定 

通信インタフェースの設定は，プロジェクトデータの[接続機器設定]を書き込み後，ユーティリティ

の[接続機器設定]でも変更できます。 

2.接続機器設定の設定内容の優先順位 

GTDesigner3 またはユーティリティで設定した場合は，後から設定した設定内容で動作します。 

3.増設段数，スロット No.を変更する場合 PLCCPU の電源 OFF 時に変更を行い，変更後に PLCCPU と GOT

の電源を再投入してください。上記を行わない場合には，システムアラーム(No.487)が発生します。 
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(3)増設段数，スロット No. の設定について 

ポイント 

増設段数，スロット No. を設定する前に PLCCPU は，GOT を下記のように認識します。 

•QCPU(Q モード) 

:I/O 点数 16 点のインテリジェント機能ユニット 

•QCPU(Q モード)以外 

:I/O 点数 32 点のインテリジェント機能ユニット 

[接続機器詳細設定] にて，PLCCPU の空き I/O スロットに GOT を割り付けてください。 

 

QCPU(Q モード)と接続時 

GOT 接続用の増設段数を 1 段(16 点×10 スロット分)設けて，GOT を I/O スロットに割り付けてくださ

い。 

(基本ベース/増設ベースの空き I/O スロットには割付けできません。) 

 
〇ポイント 

バス延長コネクタボックスを使用する場合 

バス延長コネクタボックスの増設段数スイッチを，GOT と同じ増設段数に設定してください。 
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(4)GOT の電源投入時 

(1)システム構築 

PLCCPU は，GOT が起動するまでリセット状態となります。 

そのため，シーケンスプログラムは動作しません。 

シーケンスプログラムから GOT の電源を ON させるような，システムは構築できません。 

(2)GOT の電源投入後，PLC が RUN するまでの時間 

GOT の電源投入後，GOT が起動し，PLC が RUN するまでに下記の時間がかかります。 

•QCPU(Q モード)，モーションコントローラ CPU 

(Q シリーズ):10 秒以上 

•MELDAS C70:18 秒以上 

上記の時間の間に GOT を起動すると，システムアラームが発生します。システムアラームを発生させ

たいためには，GOT セットアップのタイトル表示時間を調整してください。 

(3)GOT と PLC の電源投入順序 

GOT と PLC の電源をどちらから先に投入しても，立ち上げできます。(電源投入順序は，特に決まりは

ありません。) 

ただし，GOT→PLC の順番で電源を投入した場合は，下記のような動作になります。 

GOT の電源 ON 時に PLC の電源が OFF 状態の場合，システムアラーム(No.402:タイムアウトエラー)が

発生します。 

PLCCPU が ON 状態になれば，GOT は自動的にモニタを開始します。 

システム情報を使用してアラームのリセットを行ってください。 
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２．CPU 直接接続 

（QCPU と接続時） 

(1)システム構成 

 
 

 

*1 RS-232 インタフェース(本体内蔵)に装着します。GT155□は，使用できません。 

*2 GOT への接続は，結線図を参照してください。(RS232 結線図③) 

*3 GOT への接続は，結線図を参照してください。(RS422 結線図②) 

*4 GOT マルチドロップ接続についての詳細はマニュアルを参照してください。 

*5 GT11，GT10 は，GT11，GT10 複数台接続機能を使用して，GOT を 2 台まで接続可能です。 
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(2)結線図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※PLCCPU 上部の USB 端子はパソコンと接続を行い、GX-Developer を使いラダープログラムの転送・デ

バック等に用います 

RS232Cインターフェース 

（背面） 

RS232Cインターフェース 

 

CPU ユニット 
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(3)GOT 側設定 

○通信インタフェースを設定する(接続機器の設定) 

 

1.[共通の設定]→[接続機器の設定]メニューを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.接続機器の設定ウィンドウが表示される

ので，使用するチャンネルをリストメニュ

ーから選択します。 

3.下記を選択します。 

•メーカ:三菱電機 

•機種:接続する機種にあわせて設定してく

ださい。 

•I/F:使用するインタフェース 

•ドライバ:接続する機種にあわせて下記の

いずれかを設定してください。 

GT16，GT15，GT11 の場合 

 ・A/QnA/L/QCPU,LJ71C24,QJ71C24 

 ・MELSEC-FX 

 ・MELSEC-WS 

GT10 の場合 

 ・QnA/L/QCPU 

 ・MELSEC-A 

 ・MELSEC-FX 

 ・MELSEC-WS 

4.メーカ，機種，I/F，ドライバを設定すると詳細設定が表示されます。 

使用する環境に合わせて設定してください。 

 

設定が完了したら“OK”ボタンをクリックします。 

 

○接続機器詳細設定 

使用する環境に合わせて設定してください。 
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(1)A/QnA/L/Q CPU，LJ71C24，QJ71C24 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*1 モニタ画面以外で，大きなデータを収集(ロギング，レシピ機能など)している場合に有効です。 

ただし，Q00UJ/Q00U/Q01U/Q02UCPU，Q00J/Q00/Q01CPU を接続時は，シーケンススキャンタイムに影響

を与えることがあります。 

シーケンススキャンタイムへの影響を避けたい場合は，[高]の設定にしないでください。 

(上記以外の QCPU にはほとんど影響ありません) 

*2 Q00UJ/Q00U/Q01U/Q02UCPU，Q00J/Q00/Q01CPU 

接続時，[標準]設定よりさらに，シーケンススキャンタイムへの影響を避けたい場合に設定してくだ

さい。ただし，モニタ速度が低下する場合があります。 

 

ポイント 

(1)ユーティリティによる通信インタフェースの設定 

通信インタフェースの設定は，プロジェクトデータの[接続機器設定]を書き込み後，ユーティリティ

の[接続機器設定]でも変更できます。 

(2)接続機器設定の設定内容の優先順位 

GTDesigner3 ユーティリティで設定した場合は，後から設定した設定内容で動作します。 
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設定例 

タッチパネル側 

 

 

 

 

※通信ドライバを書き込んでく

ださい 

※PLCCPU 側の設定は必要ありません 
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３．計算機リンク（シリアルコミュニケーションユニット）接続 

（QCPU と接続時） 

(1)システム構成 

 

 

 

 

 

*1 シリアルコミュニケーションユニット側のシステム構成については，Q対応シリアルコミュニケー

ションユニットユーザーズマニュアル(基本編)のマニュアルを参照してください。 

モデムインタフェースユニット側のシステム構成については，モデムインタフェースユニットユーザ

ーズマニュアル(詳細編)のマニュアルを参照してください。 

*2 RS-232 インタフェース(本体内蔵)に装着します。GT155□は，使用できません。 

*3 シリアルコミュニケーションユニットの機能バージョン B以降で GOT を 2 台接続できます。 

*4 GOT マルチドロップ接続についての詳細はマルチドロップ接続を参照してください。 

*5 GT11，GT10 は，GT11，GT10 複数台接続機能を使用して，GOT を 4 台まで接続可能です。ただし，

モデムインタフェースユニット，またはシリアルコミュニケーションユニット(機能バージョン A)を

使用時は，最大 2台までとなります。 

 

(2)結線図 
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 ケーブル作成時の注意事項 

(1)ケーブル長 

RS-232 ケーブルの長さは，15m 以内で作成してください。 

 

 

 

 

 

RS232Cインターフェース 

（背面） 

RS232Cインターフェース 

 

シリアルコミュニケーシ

ョンユニット 
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(3)GOT 側設定 

○通信インタフェースを設定する(接続機器の設定) 

 

1.[共通の設定]→[接続機器の設定]メニューを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.接続機器の設定ウィンドウが表示されるので，

使用するチャンネルをリストメニューから選択し

ます。 

3.下記を選択します。 

•メーカ:三菱電機 

•機種:接続する機種にあわせて設定してください。 

•I/F: 使用するインタフェース 

•ドライバ:接続する機種にあわせて下記のいずれ

かを設定してください。 

GT16，GT15，GT11 の場合 

 ・A/QnA/L/QCPU,LJ71C24,QJ71C24 

 ・AJ71QC24, MELDAS C6* 

 ・AJ71C24/UC24 

GT10 の場合 

 ・QnA/L/QCPU 

 ・AJ71C24/UC24 

4.メーカ，機種，I/F，ドライバを設定すると詳細設定が表示されます。 

使用する環境に合わせて設定してください。 

 

設定が完了したら”OK”ボタンをクリックします。 

 

○接続機器詳細設定 

使用する環境に合わせて設定してください。 

(1)A/QnA/L/QCPU，LJ71C24，QJ71C24 
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*1 モニタ画面以外で，大きなデータを収集(ロギング，レシピ機能など)している場合に有効です。 

ただし，Q00UJ/Q00U/Q01U/Q02UCPU，Q00J/Q00/Q01CPU を接続時は，シーケンススキャンタイムに影響

を与えることがあります。 

シーケンススキャンタイムへの影響を避けたい場合は，[高]の設定にしないでください。 

(上記以外の QCPU にはほとんど影響ありません) 

*2 Q00UJ/Q00U/Q01U/Q02UCPU，Q00J/Q00/Q01CPU 接続時，[標準]設定よりさらに，シーケンススキャ

ンタイムへの影響を避けたい場合に設定してください。 

ただし，モニタ速度が低下する場合があります。 
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(4)PLC 側の設定 

GOT と三菱電機 PLC を計算機リンク接続する場合に，下記に示す伝送仕様で動作します。 

 

 

〇シリアルコミュニケーションユニット(Q，L シリーズ)と接続時 

GXDeveloper の[インテリジェント機能ユニットスイッチ設定] 

GXDeveloper の[インテリジェント機能ユニットスイッチ設定]は，不要です。([インテリジェント機

能ユニットスイッチ設定]を行わない場合は，GXDeveloper 接続モードとして動作します。) 

また，GXDeveloper の[インテリジェント機能ユニットスイッチ設定]を下記のように設定しても，GOT

と接続できます。 

(1)CH1 側に接続する場合 

 

 

 

(2)CH2 側に接続する場合 

 



 

 

 
付録_41 

 

*1 下記に示す伝送仕様で動作します。 

 

*2 シリアルコミュニケーションユニット/モデムインタフェースユニットは，GOT で設定したボーレ

ートで動作します。 



 

 

 
付録_42 

(1)[インテリジェント機能ユニットスイッチ設定]を設定した場合 

PC パラメータを PLCCPU に書込み後，PLCCPU の電源 OFF→ON または PLCCPU のリセット操作を行って

ください。 

(2)GOT の同時接続 

シリアルコミュニケーションユニットは，機種によって CH1，CH2 を併用して，GOT を 2 台接続できま

す。 

 

○:GOT を 2 台接続可，△:GOT を１台接続可，－:該当品なし 
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設定例 PLC 側 

 

 

 

 

 

 

 

 

※パラメータを PLC に書き込んで

ください 
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設定例 タッチパネル側 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※通信ドライバをタッチパネル

に書き込んでください 

通信速度設定 計算機リンク

を追加すること 
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参考：シリアルコミュニケーションユニット（計算機リンクユニット）の通信仕様ついて 

①性能仕様 
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②ＲＳ２３２Ｃコネクタ仕様 
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③名称と機能 

 

 

 

④配線例 

(a)CD信号（1番ピン）がON/OFFできない相手機器との接続例 

①接続例1 

 
② 接続例2 

 

 

* 上記配線により，DTR/DSR制御，DCコ

ード制御が可能です。 

* 上記配線により，DCコード制御が可

能です。 
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(b)CD 信号（1 番ピン）が ON/OFF できる相手機器との接続例 

 

 

 

 

* CD 端子チェック設定は，相手機器

の仕様により設定してください。 

上記配線により，DTR/DSR 制御，DC

コード制御が可能です。 
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⑤PLC パラメータ設定 

I/O ユニット，インテリジェント機能ユニットスイッチ設定 

【設定目的】 

I/O ユニット，インテリジェント機能ユニットスイッチ設定は，相手機器との伝送仕様，交信プロト

コルなどを設定します。 

【起動手順】 

［GX Developer］→［PC パラメータ］→［I/O 割付設定］→スイッチ設定 

 

 

 

(a)伝送設定（CH1 側：スイッチ 1（下位），CH2 側：スイッチ 3（下位）） 

 

 

(b)通信速度設定（CH1 側：スイッチ 1(上位)，CH2 側：スイッチ 3(上位)） 
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(c)交信プロトコル設定（CH1側：スイッチ2，CH2側：スイッチ4） 

 

 

(d)局番設定（スイッチ 5（CH1 側，CH2 側 共通）） 

・相手機器と PLCCPU のシステム構成が 1:1 の接続の場合は，0を設定してください。 
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４．Ethernet ポート内蔵 CPU 

(1)システム構成 

 

 

*1 ツイストペアケーブルの接続先は，使用するEthernet ネットワークシステムの構成により異なります。 

使用するEthernet ネットワークシステムに合わせて，Ethernet ユニット，ハブ，トランシーバ，無線LAN アダプタ 

(NZ2WL-JPA，NZ2WL-JPS) などの構成機器に接続してください。 

ケーブル，コネクタ，ハブは，IEEE802.3 10BASE-T/100BASE-TX の規格を満足するものを使用してください。 

無線LAN アダプタの接続が可能な相手機器および無線LAN アダプタの設定方法については，使用する無線LAN アダプタのマニュアルを参照してください。 

*2 ストレートケーブルが使用できます。 

CPU とGOT を直接Ethernet ケーブルで接続する場合は，クロスケーブルによる接続が可能です。 

*3 機能バージョンA のGT16 を，10BASE(-T/2/5) 対応の機器に接続する場合，スイッチングハブを使用して10Mbps/100Mbps が混在可能なネットワーク環境

で使用してください。 

*4 ハブとノード間の長さです。 

最長距離は，ご使用のEthernet 機器により異なります。 

リピータハブ使用時，接続可能な台数は，下記のとおりです。 

• 10BASE-T：カスケード接続最大4 台（500ｍ） 
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• 100BASE-TX：カスケード接続最大2 台（205ｍ） 

スイッチングハブ使用時，スイッチングハブ同士のカスケード接続は，カスケードできる数に理論上の制限がありません。 

制限の有無については，使用するスイッチングハブのメーカに確認してください。 

*5 Ethernet ポート内蔵QCPU 側のシステム構成については，マニュアルを参照してください。 

*6 GT Designer3 の[Ethernet 設定] の[ 機種] は，[QnUD(P)V/QnUDEH] を選択します。 

 

 

(２)結線図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ethernet 内臓 CPU 

Ethernet インターフェース 

（背面） 

※LAN ケーブルは、ストレートケーブルを

使用します 
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(3)GOT 側の設定 

○通信インタフェースを設定する(接続機器の設定) 

 

1.[共通の設定]→[接続機器の設定]メニューを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.接続機器の設定ウィンドウが表示され

るので，使用するチャンネルをリストメ

ニューから選択します。 

 

3.下記を選択します。 

•メーカ:三菱電機 

• 機種: 接続する機種にあわせて設定し

てください。 

• I/F: 使用するインタフェース 

• ドライバ: 

Ethernet(MELSEC), Q17nNC, CRnD-700 

Ethernet(FX)，ゲートウェイ 

 

4.メーカ，機種，I/F，ドライバを設定すると詳細設定が表示されます。 

使用する環境に合わせて設定してください。 

 

設定が完了したら“OK”ボタンをクリックします。 
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○接続機器詳細設定 

使用する環境に合わせて設定してください。 

 

*1 クロスケーブルを使用して，GOT と Ethernet ユ

ニット(Q シリーズ) を 1:1 で接続する場合は，

[ 通信タイムアウト時間] を 6 秒以上に設定して

ください。 

*2 設定は，“設定”ボタンをクリックして，[GOT IP 

アドレス設定] 画面で行います。 

*3 接続機器詳細設定で設定する「GOT PCNo.」

Ethernet 設 

定で設定する「PC No.」は，必ず異なる局番に設定

してく 

ださい。 
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○Ethernet 設定 

 

*1 [ 機種] は，下記を選択します。 

•Ethernet ポート内蔵（以下 CPU）：RCPU 

RCPU，RnMTCPU，RnPCPU 

•C 言語コントローラ 

(MELSEC iQ-R シリ－ズ):RnCCPU 

•Ethernet ポート内蔵 

(MELSEC iQ-F シリ－ズ):FX5CPU 

•Ethernet ポート内蔵(以下 CPU） 

:QnUD(P)V/QnUDEH 

QCPU，Q170MCPU，Q170MSCPU(-S1) 

Q173D(S)CPU/Q172D(S)CPU 

•C 言語コントローラ(Q シリーズ）:QnD(H)CCPU 

•Ethernet ポート内蔵 LCPU:LCPU 

•Ethernet ユニット(NZ2GF-ETB):NZ2GF-ETB 

•Q17nNCCPU:Q17nNC 

•Ethernet ユニット(MELSEC iQ-R シリーズ): 

RJ71EN71 

•Ethernet ユニット(Q，L シリーズ）: 

QJ71E71/LJ71E71 

• Ethernet ユニット(QnA シリーズ):AJ71QE71 

• Ethernet ユニット(A シリーズ):AJ71E71 

• Ethernet ユニット(FX シリーズ):FX 
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(4)PLC 側の設定（1:1 接続の場合） 

下記に示すシステム構成時の，GOT と Ethernet ポート内蔵 CPU の設定を説明します。 

 

○システム構成 

1:1 接続の場合，PLC 側の設定は必要ありません。GT Designer3 の[ 接続機器の設定]，[Ethernet

設定] を設定して，接続してください。 

 

*1 ハブ，トランシーバなどの構成機器を使用する場合の設定方法については，Ethernet ポート内蔵

CPU と接続時( 複数台接続の場合)を参考にしてください。 

*2 PLC 側に設定項目はありませんが，GOT 側で仮想の値を設定する必要があります。 

 

○GX Works の[ ネットワークパラメータ] 

(1) ネットワークパラメータ 

 

 

 

 

 

デフォルトのまま 
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GT Designer3 の[ 接続機器の設定]，[Ethernet 設定] 

(1) 接続機器の設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) Ethernet 設定 

Ethernet ポート内蔵QCPU，またはLCPU と接続する場合，PLC側にネットワークNo.，局番の設定項目

はありませんが，GOT 側で仮想の値を設定する必要があるためネットワークNo.，局番を設定してくだ

さい。その場合，システム上で使用していないネットワークNo. を設定してください。 

 

 

*1 GOT N/W No. と同じ値を設定してください。 

*2 GOT PC No. と異なる値を設定してください。 
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[接続実習課題 1] 

タッチパネル－ＰＬＣ接続方式を、現在のバス接続方式から、Ethernet 接続方式に変更して下さい。 

タッチパネルの画面は、課題４を使用してください。 

 

※実習前に、バス接続で、使用したケーブルを取外してください。 

※タッチパネルへデータの送信は、USB ケーブルを使用してください。 
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解答設定例（システム構成） 

 

 

 

 

PLC 側（設定なし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デフォルトのまま 

デフォルトのまま 
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タッチパネル側 

①接続機器の設定 

 

 

 

 

②Ethernet 設定 

 

 

 

 

 

 

 

※通信ドライバを書き込んでく

ださい 

PLC のアドレス 
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③通信ドライバの送信 

画面データと通信ドライバを送信してください 

（通信ドライバは 1回のみで構いません） 
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(5)PLC 側の設定（複数台接続の場合） 

○システム構成 

下記に示すシステム構成時の，GOT と Ethernet ポート内蔵 CPU の設定を説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○GX Works の[Q パラメ－タ]，[L パラメータ] 

①内蔵 Ethernet ポート設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     ○:必要 △ :必要に応じて設定 ×:不要 

 

 ② 
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(2) オープン設定 

接続している GOT の台数分の設定を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○GT Designer3 の[ 接続機器の設定]，[Ethernet 設定] 

(1) 接続機器の設定 
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(2) Ethernet 設定 

Ethernet ポート内蔵 CPU と接続する場合，PLC 側にネットワーク No.，局番の設定項目はありません

が，GOT 側で仮想の値を設定する必要があるためネットワーク No.，局番を設定してください。その

場合，システム上で使用していないネットワーク No. を設定してください。 

 

*1 GOT N/W No. と同じ値を設定してください。 

*2 GOT PC No. および同一ネットワーク上の他 PLC の PC No. と異なる値を設定してください。 
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[実習課題 2] 

タッチパネル－PLC 接続方式を、現在のバス接続方式から、Ethernet 接続方式に変更して下さい。タ

ッチパネル 1台、PLC2 台を接続します。 

また、接続には HUB も使用してください。 

 

タッチパネルの画面は、課題４を使用し、下記のようにスイッチ、ランプを変更してください。 

 

・ビットスイッチ 1に触れる度に、PLC1 に接続したランプ(Y40)が点灯したり消灯したりする。 

・PLC1 に接続されている押しボタンスイッチ（X0）を押している間だけ、タッチパネル上のランプ 1

が点滅する。 

・ビットスイッチ 2に触れる度に、PLC2 に接続したランプ(Y40)が点灯したり消灯したりする。 

・PLC2 に接続されている押しボタンスイッチ（X0）を押している間だけ、タッチパネル上のランプ 2

が点滅する。 

 

 

※実習前に、バス接続で、使用したケーブルを取外してください。 

※タッチパネルへデータの送信は、USB ケーブルを使用してください。 

 

 

 

HUB の電源を入れ

て下さい 

Ethernet ユニット 

 

Ethernet ユニット 

 

PLC1 

PLC2 
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解答設定例（システム構成） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PLC1 側 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PLC2 側 

デフォルトのまま 

今回は変更なし 
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今回は変更なし 
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タッチパネル側 

①接続機器の設定 

 

 

 

 

 

②Ethernet 設定 

 

 

 

PLC のアドレス 
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③通信ドライバの送信 

画面データと通信ドライバを送信してください 

（通信ドライバは 1回のみで構いません） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※課題 1 で送信している場合は、

送信はしません。 
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④画面作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ② 

③ ④ 

①ビットスイッチ 

動作設定：ビットモーメンタリ 

デバイス：Y40 

ネットワーク設定：他局 

NW No.：1 

PC 局番：2 

③ビットスイッチ 

動作設定：ビットモーメンタリ 

デバイス：Y40 

ネットワーク設定：他局 

NW No.：1 

PC 局番：3 
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②ビットランプ 

ランプ種類：ビット 

デバイス：X0 

ネットワーク設定：他局 

NW No.：1 

PC 局番：2 

ON 時画面：ブリンク 中速 

ブリンク範囲：図形のみ 

④ビットランプ 

ランプ種類：ビット 

デバイス：X0 

ネットワーク設定：他局 

NW No.：1 

PC 局番：3 

ON 時画面：ブリンク 中速 

ブリンク範囲：図形のみ 
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 [実践的ＦＡＱ 通信ドライバ] 

通信ドライバを自動的に書き込むことはできないか？ 

 

“プロジェクトデータ、OS 一括書込”をすることで、自動的に書き込むことが可能となります。 

 

 

内容を見ることが

できない 
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また、“プロジェクトデータ、OS 一括書込”を選択後に、“書込データを選択する”に変更すると、“プ

ロジェクトデータ、OS 一括書込”選択時の書込データ内容を確認することができます。 

 

 

下記の場合、通信ドライバは、Ethernet が選択されていることがわかります。 

 

 

 

 

Ethernet が選択 
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[実践的ＦＡＱ１２２ 通信ドライバ] 

通信ドライバが送れない時があるのは？（バス接続から Ethernet 接続に切り替える場合） 

 

通常は、通信ドライバが複数存在しても問題ないが、バス接続と Ethernet 接続は同じグループ（バス

/ネットワーク系）に入っているため、２つのドライバが存在することはできない。そのため、バス接

続から Ethernet 接続に切り替える場合は、バス接続のドライバを削除後、Ethernet 接続のドライバ

をインストールする必要があります。また、通信ドライバを削除する場合は、GOT 情報の読み出しを

おこない確認後に削除する必要があります。 

 

通信ドライバの確認 
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ドライブの情報

が表示される 

GOT情報が表示さ

れる 

バス接続後に削

除を行ってくだ

さい 
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通信ドライバの

項目がなくなる 
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新たに、Ethernet のドライバを追加してください 
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５．CC-Link 接続 

(1)システム構成 

（CC-Link Ver1） 

 

 
*1 CC-Link ユニット側のシステム構成については，各種マニュアルを参照してください。 

*2 CC-Link 専用ケーブルの仕様は，CC-Link 協会ホームページを参照してください。 

*3 最大ケーブル総延長および局間ケーブル長は，使用するケーブルの種類，伝送速度などにより異なります。 

*4 機能バージョンB，ソフトウェアバージョンJ 以降のCC-Link ユニットへのみトランジェント伝送が可能です。 

*5 接続機器設定で，モード設定をVer.1 にして使用してください。 



 

 

 
付録_79 

 

（CC-Link Ver2） 

 

 

 

*1 CC-Link ユニット側のシステム構成については，各種マニュアルを参照してください。 

*2 CC-Link 専用ケーブルの仕様は，CC-Link 協会ホームページを参照してください。 

*3 最大ケーブル総延長および局間ケーブル長は，使用するケーブルの種類，伝送速度などにより異なります。 

*4接続機器設定で，モード設定をVer.2にして使用してください。 
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(２)結線図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CC-Link ユニット 

 

CC-Link インターフェース 

（背面） 

ＤＡ：青 

ＤＢ：白 

ＤＧ：黄 

ＳＬＤ：遮へい 

＋：黒 

－：白 

110Ω（茶茶茶） 

130Ω（茶橙茶） 

終端抵抗 
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(3)GOT 側の設定（CC-Link ver2） 

○通信インタフェースを設定する(接続機器の設定) 

 

1.[共通の設定]→[接続機器の設定]メニューを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.接続機器の設定ウィンドウが表示され

るので，使用するチャンネルをリストメ

ニューから選択します。 

 

3.下記を選択します。 

•メーカ:三菱電機 

• 機種: 接続する機種にあわせて設定し

てください。 

• I/F: 使用するインタフェース 

• ドライバ: 

GT15-J61BT13 形CC-Link 通信ユニット

を使用する場合 

・CC-Link Ver2 (ID) 

GT15-75J61BT13-Z 形CC-Link 通信ユニ

ット 

を使用する場合 

・CC-Link(ID) 

 

4.メーカ，機種，I/F，ドライバを設定すると詳細設定が表示されます。 

使用する環境に合わせて設定してください。 

 

設定が完了したら“OK”ボタンをクリックします。 



 

 

 
付録_82 

○接続機器詳細設定 

使用する環境に合わせて設定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*1 伝送速度設定 

CC-Link 通信の伝送速度の設定内容を以下 に示

します。 

 

 

 

 

(4)PLC 側の設定 

下記に示すシステム構成時の，GOT とCC-Linkユニット(Ver2) の設定を説明します。 

 
*1 CC-Link ユニットは，ベースユニットのスロット0 に装着されています。 
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CC-Link ユニットの先頭I/O No. は，“0”に設定されています。 

 

○CC-Linkユニット(Qシリーズ)のスイッチ設定 

局番設定スイッチ，伝送速度・モード設定スイッチを設定してください。 

 

 

・局番設定スイッチ 

 

○ : 必要 △ : 必要に応じて設定 × : 不要 

・伝送速度・モード設定スイッチ 

 

○ : 必要 △ : 必要に応じて設定 × : 不要 

*1 GOT と同じ伝送速度を設定してください。 

 

○GX Developer の[ネットワークパラメータ] 

(1) ネットワークパラメータ 

 

 

 

 

 

○

 : 必

要 

△  : 

必要に

応じて

設 定 

×  : 

不要 

 

※スイッチ設定を変更した場合 

PLCCPU の電源OFF → ON またはPLCCPU のリセット

操作を行ってください。 
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(2)局情報 

 

 

 

○ : 必要 △ : 必要に応じて設定 × : 不要 

*1 CC-Link ユニットの[ モード設定] が[ リモートネット-Ver.2 モード] の場合は，[ リモート局

点数] が設定可能になります。 

[ リモート局点数] は，リモートI/O 局用の設定です。 

GOT は，デフォルト値(32 点) を使用してください。 

*2 GOT と同じ設定としてください。 

 

 

 

 

 

※ネットワークパラメータを変更した場合 

ネットワークパラメータをPLCCPU に書込み後，PLCCPU の電源OFF 

→ ON またはPLCCPU のリセット操作を行ってください。 
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(3)占有局数について 

占有局数は，GOTが使用するリンクデバイス(RX/RY/RWw/RWr)の点数を決めるための設定です。 

GOTとCC-Linkユニット間のサイクリック伝送で，リンクデバイスの点数を多く使用したい場合は，占

有局数を4 局占有に設定してください。 

1 局占有および4 局占有時のリンクデバイスの点数を下記に示します。 

 

CC-Link ver2 

 
 

CC-Link ver1 
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○マスタユニットに対する入出力信号 

GOT の入出力信号の割付けを下記に示します。 

 入出力信号は，設定する占有局数（1 局／ 4 局）により異なります。 

 表中の n は局番設定によりマスタユニットに割り付けられたアドレスです。 
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＊ 1 CC-Link のモード設定がVer.1 の場合，拡張サイクリック設定はできません。（1 倍設定に固定

です） 

＊ 2 リモートREADY フラグは，GOT 電源投入時，ハードウェアリセット時，GOT が動作可能な状態に

なったときON します。 

GOT の電源が投入されていても，オフライン操作時（OS インストール中，画面データダウンロード中)，

イニシャル処理実行中はOFF します。 

CC-Link のマスタ局からの書込み／読出し時のインタロック回路用に使用してください。 
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○リモートレジスタの割付け 

 GOT のリモートレジスタの割付けを下記に示します。 

 リモートレジスタは，設定する占有局数（1 局／ 4 局）により異なります。 

 全エリアがユーザ領域となります。 

 表中の m，n は局番設定によりマスタユニットに割り付けられたアドレスです。 

 

 

＊ 3 CC-Link のモード設定がVer.1 の場合，拡張サイクリック設定はできません。 

（1 倍設定に固定です） 
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設定例（システム構成） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“0” 

“0” 

“4” 

マスタユニット 

QJ61BT11N 

精密ドライバーでゆっ

くりと回してください 

※設定後は必ず電源を切って、スイッチ

設定を有効にしてください 

マスタ局 
インテリジェントデバイス局 

※ハードウェアの設定

はありません 

“黄”“白”“青” 

 

 

“青” 

 

 
“白” 

 

 
“黄” 

 

 

“DA” 

CC-Link モード Ver2

設定 

“SLD” “DB” “DG” 
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PLC 側 
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タッチパネル側 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※通信ドライバも書き込んでく

ださい 
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割り付け表 

 

 

自動リフレッシュ 
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[実践的ＦＡＱ 通信状態の確認] 

LED 等で通信状態の確認をすることはできないか？ 

 

通信状態の確認はできます。タッチパネル側、PLC 側の LED にて確認してください。 

 

○タッチパネル側 

 

CC-Link 通信ユニットの状態または通信状態を表示します。 

LED 点灯状態は，通常モード，エラーモードの2 種類の表

示形式となっています。 

(1) 通常モード 

通常モードにおいて通信エラーなどが発生した場合，ユー

ティリティの「ネットワークユニット状態表示」画面から

エラーを判別してください。 

「ネットワークユニット状態表示」画面については，使用

するGOT の本体取扱説明書を参照してください。 

(2) エラーモード 

RUN LED 点滅時，LED表示形式はエラーモードとなります。 

エラーモードにおいてエラーが発生した場合，GOT を再起

動してください。GOT を再起動してもエラーモードが解除

されない場合，システムアラーム“460 通信ユニットが異

常です。”が発生している可能性があります。 
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○PLC 側 

マスタ局の LED 表示が、下記の LED 表示状態になっていることを確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※RUN､L RUN､MSTLED が点灯して

いるかを確認してください 

※状況により SD,RD の LED が点

灯します 
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[実践的ＦＡＱ１２３ 通信状態の確認] 

GXDeveloper（ソフトウェア）で通信状態の確認をすることはできないか？ 

 

○システムモニタ 

[診断]→[システムモニタ] を選択します。 
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○CC-Link 診断 

 

[診断]→[CC-Link / CC-Link/LT 診断] 
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[実践的ＦＡＱ１２４ デバイスの設定（CC-Link）] 

通信は確立できたが、スイッチのデバイス番号はわからない。どのように設定すればよいか？ 

 

局番切り換え用のデバイスを設定する(接続機器の設定)必要が出てきます。 

 

GOTでは局番切り換えデバイスを使用して，モニタ先の局番の切り換えを行います。 

局番を切り換えることで，ネットワークに同じ制御を行う機械が複数接続されているシステムの場合，

機械の台数分だけモニタ画面を作成しなくても，局番切り換えにより同じモニタ画面で複数の機械を

モニタできます。設定するオブジェクト点数を減らすことができるので，GOTの内蔵メモリを節約でき

ます。局番切り換えは，GOTがモニタできる局番に対して可能です。 

 

○局番の切り換え 

GOTは，局番切り換えデバイスに格納されている値の局番をモニタします。 

局番切り換え時，GOT に表示されている図形，オブジェクトは再描画されます。 
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局番の指定方法には下記の2種類があり，どちらの方法で局番を切り換えても，局番切り換えデバイス

に局番が格納されます。 

• 局番切り換えデバイスに局番を格納する 

• タッチスイッチ(局番切り換えスイッチ)で局番を切り換える 

 

(1) 局番切り換えデバイスに局番を格納する 

下記の値を局番切り換えデバイスに格納すると，局番切り換えを実行します。 

• データリンクシステム(MELSECNET/B，( Ⅱ ))，CC-Link システムにGOT を組み込んでいる場合 

 

 

• ネットワークシステム(MELSECNET/H，MELSECNET/10)，Ethernet システムにGOT を組み込んでいる

場合 

 

 

(2) タッチスイッチ( 局番切り換えスイッチ) で局番を切り換える 

局番切り換え専用のタッチスイッチをタッチして，局番を切り換えることができます。 

POINT 
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ネットワーク設定 モニタ先の接続機器の局番を設定します 

 

CPU 号機：接続機器の CPU 号機番号を設定します。 

 

(a) モニタ先がシングルCPU システムの場合 

0 を設定してください。 

(b) モニタ先がマルチCPUシステムの場合 

モニタ先がマルチCPUシステムの場合，[CPU号機] には，0～4を設定してください。 

[CPU号機]に0に設定した場合，接続方法によりモニタ先が異なります。 

 

自局：自局の接続機器をモニタする場合に選択します。 

 

他局：他局の接続機器をモニタする場合に選択します。 

選択後，モニタする接続機器のネットワークNo. と局番を設定します。 

   NW No.:ネットワークNo. を設定します。 

   PC 局番:局番を設定します。 

 

CC-Link の場合 

NW No.→0 

PC 局番→0（マスタ局の場合、ローカル局の場合が設定番号） 
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例１）タッチパネル上のスイッチを ON すると（X100）、PLC の X100 が ON する 

 

①ビットスイッチを X100 に設定 → 動作しない 

 

 

 

 

※自局指定の場合 
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②ビットスイッチを X0 に設定 → 動作する 

 

 

 

 

 

今回の場合、CC-Link 局番 1、1局指定のため、RX の範囲は RX0～RX1F までとなっている。タッチパ

ネルの場合、“R”のデバイスは設定できないため、X0～X1F が範囲設定となる。 

また、サイクリック通信のため、通信速度が速い。 

 

※自局指定の場合 

“R”が省略と考える 
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③ビットスイッチを X100 NW No:0、PC 局番:0 →動作する 

 

 

 

 

※他局指定の場合、CC-Link ケーブルを用いて通信を行っているだけで、CC-Link のバッファメモリ

等は使用していない。よって、CC-Link のバッファメモリ範囲外（リフレッシュする範囲は通信でき

ない）でのみ、通信が可能である。今回の場合、X0～X1F は、他局指定はできないことがいえる。

RY,RWw,RWr も同様である。 

CC-Link 通信と異なるため、デバイスの範囲の制約がないが、通信速度は遅くなる（とらんジェント

伝送）点に注意をしてください。 

 

※他局指定の場合 
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例２）PLC で Y120 を ON すると、タッチパネル上のランプ(Y120)が ON する。 

①ビットスイッチを Y120 に設定 → 動作しない 

X100 
リモート READY フラグ 

タッチスイッチを ON

し、GXDeveloper にて

モニタしてください 

※CC-Link の場合 

CPU 号機:0 

NW No.:0 

は固定 

※CC-Link の場合 

PC 局番 

マスタ局と通信:0 

ローカルと通信:ロ

カール局番号 

 

※自局指定の場合 
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GXDeveloper のデバ

イステストを実施し

て、ランプは点灯しな

い 
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②ビットスイッチを Y0 に設定 → 動作する 

 

 

 

 

※自局指定の場合 
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③ビットスイッチを Y120 NW No:0、PC 局番:0 →動作する 

 

 

 

 

 

GXDeveloper のデバ

イステストを実施し

て、ランプが点灯する

かを確認してください 
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例３）PLC で D200 に数値を入力すると、タッチパネル上の数値表示に表示される。 

 

①数値表示 D200 に設定する → 動作しない 
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②数値表示 D200 NW No:0、PC 局番:0 →動作する 

 

 

 

 

 



 

 

 
付録_110 

 

例４）タッチパネル上の数値入力(D100)にて数値を入力して、PLC で D100 に数値が入力される。 
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６．MELSECNET/H 接続 

(1)システム構成 

光ループシステム 

 

 

*1 MELSECNET/H ネットワークユニット側のシステム構成については，マニュアルを参照してください。 

*2 光ファイバケーブルについては，マニュアルを参照してください。 

*3 総延長距離および局間距離は，使用するケーブルの種類，総局数などにより異なります。 

詳細については，マニュアルを参照してください。 
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(２)結線図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MELSECNET/H ユニット 

 

MELSECNE/H インターフェース 

（背面） 

IN 

OUT 
OUT IN 



 

 

 
付録_113 

(3)GOT 側の設定 

○通信インタフェースを設定する(接続機器の設定) 

 

1.[共通の設定]→[接続機器の設定]メニューを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.接続機器の設定ウィンドウが表示され

るので，使用するチャンネルをリストメ

ニューから選択します。 

 

3.下記を選択します。 

•メーカ:三菱電機 

• 機種: 接続する機種にあわせて設定し

てください。 

• I/F: 使用するインタフェース 

• ドライバ: 

GT15-J61BT13 形CC-Link 通信ユニット

を使用する場合 

・CC-Link Ver2 (ID) 

GT15-75J61BT13-Z 形CC-Link 通信ユニ

ット 

を使用する場合 

・CC-Link(ID) 

 

4.メーカ，機種，I/F，ドライバを設定すると詳細設定が表示されます。 

使用する環境に合わせて設定してください。 

 

設定が完了したら“OK”ボタンをクリックします。 
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○接続機器詳細設定 

使用する環境に合わせて設定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*1 伝送速度設定 

CC-Link 通信の伝送速度の設定内容を以下 に示

します。 

 

 

 

 

(4)PLC 側の設定 

下記に示すシステム構成時の，GOT とCC-Linkユニット(Ver2) の設定を説明します。 

 
*1 CC-Link ユニットは，ベースユニットのスロット0 に装着されています。 
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CC-Link ユニットの先頭I/O No. は，“0”に設定されています。 

 

○CC-Linkユニット(Qシリーズ)のスイッチ設定 

局番設定スイッチ，伝送速度・モード設定スイッチを設定してください。 

 

 

・局番設定スイッチ 

 

○ : 必要 △ : 必要に応じて設定 × : 不要 

・伝送速度・モード設定スイッチ 

 

○ : 必要 △ : 必要に応じて設定 × : 不要 

*1 GOT と同じ伝送速度を設定してください。 

 

○GX Developer の[ネットワークパラメータ] 

(1) ネットワークパラメータ 

 

 

 

 

 

○

 : 必

要 

△  : 

必要に

応じて

設 定 

×  : 

不要 

 

※スイッチ設定を変更した場合 

PLCCPU の電源OFF → ON またはPLCCPU のリセット

操作を行ってください。 
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(2)局情報 

 

 

 

○ : 必要 △ : 必要に応じて設定 × : 不要 

*1 CC-Link ユニットの[ モード設定] が[ リモートネット-Ver.2 モード] の場合は，[ リモート局

点数] が設定可能になります。 

[ リモート局点数] は，リモートI/O 局用の設定です。 

GOT は，デフォルト値(32 点) を使用してください。 

*2 GOT と同じ設定としてください。 

 

 

 

 

 

※ネットワークパラメータを変更した場合 

ネットワークパラメータをPLCCPU に書込み後，PLCCPU の電源OFF 

→ ON またはPLCCPU のリセット操作を行ってください。 
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(3)占有局数について 

占有局数は，GOTが使用するリンクデバイス(RX/RY/RWw/RWr)の点数を決めるための設定です。 

GOTとCC-Linkユニット間のサイクリック伝送で，リンクデバイスの点数を多く使用したい場合は，占

有局数を4 局占有に設定してください。 

1 局占有および4 局占有時のリンクデバイスの点数を下記に示します。 

 

CC-Link ver2 

 
 

CC-Link ver1 
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○マスタユニットに対する入出力信号 

GOT の入出力信号の割付けを下記に示します。 

 入出力信号は，設定する占有局数（1 局／ 4 局）により異なります。 

 表中の n は局番設定によりマスタユニットに割り付けられたアドレスです。 

 

 

 



 

 

 
付録_119 

 

 

＊ 1 CC-Link のモード設定がVer.1 の場合，拡張サイクリック設定はできません。（1 倍設定に固定

です） 

＊ 2 リモートREADY フラグは，GOT 電源投入時，ハードウェアリセット時，GOT が動作可能な状態に

なったときON します。 

GOT の電源が投入されていても，オフライン操作時（OS インストール中，画面データダウンロード中)，

イニシャル処理実行中はOFF します。 

CC-Link のマスタ局からの書込み／読出し時のインタロック回路用に使用してください。 
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○リモートレジスタの割付け 

 GOT のリモートレジスタの割付けを下記に示します。 

 リモートレジスタは，設定する占有局数（1 局／ 4 局）により異なります。 

 全エリアがユーザ領域となります。 

 表中の m，n は局番設定によりマスタユニットに割り付けられたアドレスです。 

 

 

＊ 3 CC-Link のモード設定がVer.1 の場合，拡張サイクリック設定はできません。 

（1 倍設定に固定です） 
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設定例（システム構成） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ハードウェアの設定

はありません 

“0” 

“1” 

“0” 

MELSECNET/H ユニット 

QJ71LP21-25 

ハードウェアの設定は

ありません 

※設定後は必ず電源を切って、スイッチ

設定を有効にしてください 

管理局（局番１） 

※ケーブルの接続を間違えないでくださ

い（IN←→OUT） 

通常局（局番２） 精密ドライバーでゆっ

くりと回してください 
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PLC 側 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タッチパネル側 
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※通信ドライバも書き込んでく

ださい 
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[実践的ＦＡＱ１２５ 通信状態の確認] 

LED 等で通信状態の確認をすることはできないか？ 

 

通信状態の確認はできます。タッチパネル側、PLC 側の LED にて確認してください。 

 

○タッチパネル側 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○PLC 側 

マスタ局の LED 表示が、下記の LED 表示状態になっていることを確認してください。 
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例 

 
 

SD420：スキャンカウンタ 

◆内容 1 スキャンごとのカウント数 

◆内容詳細(1)CPU ユニット RUN 後，スキャン実行タイププログラムの 1 スキャンごとに＋1する。 

(初期実行タイププログラムのスキャンではカウントされない。) 

(2)カウントは 0 → 32767 → -32768 → 0 を繰り返す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※送信エリアは 

B0～B1FF 

（B200～B3FF は受信

エリアとなるので注意

すること） 

※送信エリアは 

W0～WFF 

（W100～W1FF は受信

エリアとなるので注意

すること） 
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[実践的ＦＡＱ１２６ デバイスデータ転送] 

画面切り替えデバイスを“W100”に設定（2局エリア内：タッチパネル領域）。PLC から、画面の切り

替えをおこなうことは可能か？ 

 

W100 は 2 局エリア内なので、1局は情報を見ることはできるが、書き換えることはできないため、画

面切り替えをおこなうことはできない。 

 

 

 

 

下記の設定（デバイスデータ転送）をすることにより、可能になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

直接はできない 

ベース画面切り換えデバイ

ス 

W100 
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※B10 が立ち上がると 

W10 の値を、W100 に転送する 

（W10 の数値は、PLC プログラムにて作成

してください） 

※B10 が立ち上がると 

W10 の値を、W100 に転送する 

（W10 の数値は、PLC プログラムにて作成

してください） 

画面２へ切り換える 

※上記のような画面切り替えではなく、ビットデバイスを指定して、

ワードデバイスに数値を設定する場合に使用します（PLC 側はトリガ

と数値データを入れておけばよいことになります。） 
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[実践的ＦＡＱ１２７ MELSECNET/H の他局指定] 

CC-Link 同様、MELSECNET/H でも他局指定は可能か？ 

 

MELSECNET/H でも、他局指定は可能です。しかし、通信できる送信/受信エリアが大きく、局によって

範囲も変更できるため、他局指定はあまり使われません。通信速度が遅くなる点もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


